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研究開発テーマ１
⾃然災害からいのちと暮らしを
守る国⼟づくりへの貢献
災害予測技術の開発、⼤規模な外⼒
に粘り強く耐える施設の開発など、新た
な技術的課題へ即応するための技術の
研究開発等に取り組む。

研究開発テーマ３
活⼒ある魅⼒的な
地域・⽣活への貢献
気候変動適応策の推進やカーボン
ニュートラル、美しい景観整備、農業⽔
産基盤の整備・保全等に向けた技術
の研究開発等に取り組む。

研究開発テーマ２
スマートで持続可能な
社会資本の管理への貢献
建設現場の⽣産性向上の推進など、
現場の働き⽅を⾶躍的に変⾰するため、
より効率的な施設の管理に関する技
術の研究開発等に取り組む。

土木研究所では、将来も見据えつつ社会的要請の高い課題に重点的・集中的に対応するた
め３つの研究開発テーマのもとに１５の具体的な研究開発プログラムを構成し、研究開発を
推進しています。

実施している研究開発内容

施工・管理分野の生産性向上
に関する研究開発
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研究開発プログラム

【施工・管理分野の生産性向上
に関する研究開発】

プログラムリーダー：技術推進本部長 川俣 裕行

研究期間：令和4年度～令和9年度
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• 我が国が迎えている少子高齢化に伴う、建設労働者の高齢化や人手不足の深刻化によ
り、建設現場の生産性向上が求められている。（図1）

• 国土交通省において「i-Construction」や「インフラ分野のDX」として、デジタル技術の活
用等による建設生産システム全体の生産性向上を図り、人手不足や老朽化などの社会
的課題への対応を進めている。

• 特に、ＤＸにおいては、手続きのデジタル化のみならず、ビジネスモデルの変革の要素が
強く求められている。

【研究の背景・必要性】

図1 産業別の就業者の年齢構成の推移
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【研究の目的】

インフラの施工・管理分野において、デジタル技術を用いた革新的な生産性向上を図る

ため、以下の取組みを進める。

 自動施工技術基盤の整備等を進め、建設施工の徹底した省人化

 ＡＩやＶＲ等の先進技術を用いた施設管理の徹底した省人化

 施工中に取得するデータ等の活用による品質管理でのプロセス変革

以上の取組みにより、省人化や工程改革等のための技術開発を行い、必要な品質管

理手法等の確立や必要な技術基準等の提案を行う。
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研究開発プログラムの概要

①自動化による土木施工の生産性向上

施工中データ例（油圧ショベル）
・車体姿勢
・刃先軌跡、速度
・操作指令
・油圧圧力
・車体振動
・エンジン出力
・GNSS位置情報
・周辺映像
・etc..

施工中データを収集・活用し生産性向上を図る

④施工データ活用による
締固め工・その他工種の生産性向上

従来試験

ス
ラ
ン
プ

（
流
動
性
の
指
標
） 動画による

測定

動画による測定
は従来技術よりも
ばらつき大

各技術の特性
を踏まえた
管理方法の
検討が必要

動画等を用いたコンクリートの流動性の管理方法の検討例

③省人化に寄与する材料や評価試験方法の
活用によるコンクリート工の生産性向上

②設備点検効率化による
土木機械設備点検の生産性向上

建設機械による自動施工
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４足歩行ロボットによる
排水機場機械設備の点検
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【排⽔機場とは】

大雨により、本川が増水す
ると支川へ逆流して浸水被
害が発生。

支川への逆流を防ぐ水門
を閉めると、 支川で水が
あふれ浸水被害が発生。

浸水被害を発生させないた
め、支川の水を排水機場で
本川へ排水。

排水機場設備例

原動機 減速機

主ポンプ

• 大雨のとき、浸水被害を発生させないよう河川
（支川）の水を排水する施設。

• 本川水位が上昇した際、水門を閉鎖し、ポンプ
運転により支川の水を強制排水。

• 国土交通省では約３００機場、約７００台のポンプを
管理。

• 必要な時に確実に機能することが求められる。
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排水機場の維持管理において担い手不足が問題となっており、
省力化、省人化、効率化が喫緊の課題。

担い手不足に対処するためロボットを活用！

引用元：R3.5.21 社会資本整備審議会河川分科会
河川機械設備小委員会（国土交通省） 第2回資料
を加工.

技術者の年齢構成（河川ポンプ事業）

60歳代
以上

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳代
未満

■河川ポンプ事業従事技術者 ■国土交通省 機械系(建設）職員

500   400   300   200  100     0 0    100   200   300   400

現状：
40歳以上が多い

10～20年後：
技術者が大きく減少
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代替可（○）20項目　6.8％

その他代替可能な項目
 3項目　1.0％

各種計器計測
11項目　3.8%

現場改修等により可（△）
59項目　20.1% 塗装劣化や腐食等の外観撮影

9項目　3.1%

代替不可（×）
105項目　35.8%

各種計器計測
17項目　5.8%

塗装劣化や腐食等の外観撮影
39項目　13.3%

対象外（－）
109項目　37.2％

•排水機場点検の省人化を目指し、R８年5月に内田川排水機場の実際の年点検において、人と4足
歩行ロボットの協働による点検の検証を実施。
•実証により、人との協働に支障は無く、点検項目の約3割をロボットで代替できることを確認。

〔対応可能点検項⽬数〕

現時点で作業員1名の削減効果があると試算

点
検
項
⽬
全
体
総
数
２
９
３
項
⽬

79項目(27%)の点検項目を代替

【検証内容】

○ロボット点検項目の整理
• 点検に先立ち、ロボットに実施させる点検項目を抽出。

☛全項目の約３割をロボットが代替【右図参照】

○人とロボットの協働可否の確認
• 人が原動機パッケージの扉を開け、ロボットがその内部の点検を

行うなどの協働を実施。【下写真参照】

• 協働した点検員から、協働作業や効率化に向けた意見あり。
☛ロボットの接近、いつ動き出すのかがわからない
☛写真撮影を音声などで撮影指示できれば効率化につながる

○計器自動読み取りAIの試行
• 計器の撮影画像から指示値を正確に読みとり、データとして記録

したことを確認。
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分解や専⾨的な点検

作業を伴う点検
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点検状況動画（１分２３秒）



ロボットによる点検項目及び試行内容
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